
八女東部スポーツ公園愛称募集
5月連休期間中のお茶のイベント ほか
世界子ども愛樹祭コンクール 

「安全・安心まちづくり団体事業費補助金」申請団体募集 ほか

2
3
4
5

【今月の主な内容】
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広報

茶のくにの季節到来です
茶摘みシーズンを前にした4月12日㈮、新茶祈願祭
が八女中央大茶園の五社神で行われ、高品質な茶
の生産や収穫作業の安全を祈願しました。その後、
絣の着物を着た茶娘姿の八女津媛などが茶摘みを
体験しました。（関連記事３ページ）
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グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
地
内
に
天

然
芝
運
動
場
２
面
を
有
す
る
「
八

女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」
を
整
備

し
、
主
に
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と
し

た
大
会
や
合
宿
を
通
じ
て
交
流
人

口
の
増
加
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
と
一

体
と
な
っ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
地
域
の
振
興
に
も
貢
献
で
き
る

施
設
に
な
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

応
募
期
間

５
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮

応
募
方
法

▽
市
内
外
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
応

募
で
き
ま
す
（
関
係
者
応
募
不
可
）。

お
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

異
な
る
愛
称
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
ハ
ガ
キ
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
、
直
接
で
も
結
構
で
す
。

▽
様
式
は
任
意
で
結
構
で
す
が
、
住

所
・
氏
名
・
年
代
・
電
話
番
号
お
よ

び
愛
称
の
説
明
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

賞
品

▽
採
用
作
品　
１
点

八
女
の
特
産
品

▽
入
賞
作
品　
５
点
程
度

八
女
の
特
産
品

発
表

採
用
・
入
賞
者
の
人
に
は
直
接
通
知

し
ま
す
。
ま
た
決
定
し
た
愛
称
は
広

報
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
八
女
市
総
合
体

育
館
内
）

〒
８
３
４
‐
０
０
２
３　

福
岡
県
八

女
市
馬
場
４
３
４
番
地

☎
０
９
４
３・２
４・１
２
３
０

N
０
９
４
３・２
４・０
０
２
９

Qyam
e-taiikukan@

cup.ocn.ne.jp

施
設
の
利
用

サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か

※
今
年
11
月
１
日
か
ら
の
貸
出
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
、

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

愛称募集
公式規格サッカーフィールド
2 面のほか、グラウンドゴルフコートも
32 ホールの 4 コースとることができるスポーツ
公園です。

皆さまに親しまれる
スポーツ公園になるような

愛称を募集します

八女東部スポーツ公園

国内のサッカースタジアムなど
に数多く使用されている芝を使
用し、県内有数のスポーツター
フ施設を目指しています。また、

冬に枯れてしまう芝生の上から
冬も緑を保つことができるよう
に寒地型芝生の種をまいて１年
中芝生を緑にし、冬場でも緑の
芝生の上で楽しくプレイするこ
とができます。

天
然
芝
の

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
！

今秋
グリーンピア
八女内に　
オープン！
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▽
新
茶
試
飲
即
売
会
　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈷
、
各
日
10

時
～

▽
美
味
し
い
お
茶
の
淹
れ
方
教
室

５
月
５
日
㈷
、
13
時
～
／
参
加
料

５
０
０
円
／
※
要
予
約

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
（
☎
５
４
・
２

１
５
０
）

▽
新
茶
ま
つ
り
　

５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈷
／
新
茶
の

試
飲
と
販
売
を
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

べ
ん
が
ら
村
（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
の

減
少
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
65
歳
以
上
の
人
で
運
転

免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人

に
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書

と
し
て
も
利
用
で
き
る
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
５
０
０
円
）
を
無

料
で
交
付
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

少
し
で
も
、
運
転
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

⃝
開
始
日
＝
平
成
25
年
４
月
１
日

⃝
対
象
者
＝
（
①
②
③
の
要
件
に

す
べ
て
該
当
す
る
人
）　
　

①
八
女
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
満

65
歳
以
上
の
人

②
開
始
日
以
降
に
有
効
期
限
内
の

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人

③
顔
写
真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

※
申
請
で
き
る
の
は
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
日
か
ら
６
か

月
以
内
に
限
り
ま
す
。

⃝
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝

①
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
」（
警
察
署
ま
た
は
運
転

免
許
試
験
場
へ
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
後
に
交
付
さ
れ
ま

す
）

②
自
主
返
納
で
失
効
し
た
運
転
免

許
証

③
顔
写
真
１
枚
（
縦
4.5
セ
ン
チ
×

横
3.5
セ
ン
チ
正
面
、
無
帽
、
無
背

景
で
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
）

④
本
人
確
認
書
類
２
点
（
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証
、
介
護
保
険
被

保
険
者
証
、
年
金
手
帳
等
）

⑤
印
鑑

⃝
問
い
合
わ
せ
＝

▽
市
民
課
市
民
係
（
☎
２
３
・
１

１
１
５
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉

課
市
民
・
税
務
係
（
☎
４
２
・
１

１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
係
（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係
（
☎
５
４
・
２
２

１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係
（
☎
４
７
・
３
１

１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課
市

民
生
活
福
祉
係（
☎
５
２・３
１
１
３
）

【
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
？
】

　
行
政
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
請
で
き
る
な
ど
、
電
子
政

府
・
電
子
自
治
体
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
す
。
写
真
付
き
の
も
の
は

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
発
行
日
か
ら
10
年
間
有
効
。

べ
ん
が
ら
村

献
茶
祭

お
い
し
い
新
茶
と

作
業
の
安
全
を
祈
願

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
で
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
交
付
し
ま
す

　
堀
川
バ
ス
で
は
65
歳
以
上
の

人
で
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

さ
れ
た
人
に
「
運
転
免
許
証
返

納
割
引
証
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
運
賃
支
払
の
際
に
ご
提
示

い
た
だ
く
と
、
運
賃
が
半
額
に

な
る
お
得
な
割
引
証
で
す
。
堀

川
バ
ス
全
線
で
使
え
ま
す
。
乗

合
タ
ク
シ
ー
と
路
線
バ
ス
を
乗

り
継
げ
ば
、
行
動
範
囲
も
広
が

り
ま
す
。
手
続
き
方
法
等
は
広

報
や
め
４
月
1
日
号
12
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱

（
☎
２
３
・
２
１
１
５
）

運
転
免
許
証
自
主
返
納

す
れ
ば
堀
川
バ
ス
も
お
得

得

　
八
女
茶
発
祥
の
地 

霊
巌
寺
で
、

八
女
市
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
茶
業
部
会
黒

木
支
部
の
主
催
に
よ
る
献
茶
祭
を

行
い
ま
す
。
皇
風
煎
茶
礼
式
に
よ

る
献
茶
を
行
い
、
茶
祖
栄
林
周
瑞

禅
師
の
遺
徳
を
称
え
し
の
び
、
あ

わ
せ
て
今
後
の
茶
業
振
興
発
展
を

祈
念
し
ま
す
。

⃝
期
日
＝
５
月
２
日
㈭
　
10
時
～

⃝
場
所
＝
霊
巌
寺
（
黒
木
町
笠
原
）

⃝
行
事
＝
献
茶
、
茶
山
唄
奉
納
、

野
点
茶
席
（
９
時
30
分
～
14
時
）、

新
茶
の
販
売

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所

産
業
経
済
課
（
☎
４
２・１
１
１
５
）関係者 100 人が参加し 4 月12

日㈮、八女中央大茶園の五社
神で新茶祈願祭がありました。毎年
シーズンに先駆けて、新茶の育成と
作業の安全を祈願するために行われ
ています。主催の江島一信実行委員
長は「今年は茶摘みが 1週間ほど早
くなりました。寒暖の差があったので、
素晴らしいお茶が期待できます」と
あいさつ。会場では新茶や茶の天ぷ
らなどがふるまわれました。

八
女
上
陽  

新
茶
ま
つ
り

新
茶
祈
願
祭

５
月
の
連
休
期
間
中

お
茶
の
イ
ベ
ン
ト
等

八女花子
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世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー

ル
授
賞
式
が
３
月
24
日
㈰
、
矢
部

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
環
境

保
護
を
テ
ー
マ
に
児
童
・
生
徒
な

ど
の
作
文
や
絵
画
な
ど
を
募
集
す

る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子

ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ

ネ
ッ
ト
主
催
で
22
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。「
詩・作
文
」、「
絵
画
」、「
木

は
が
き
」
の
３
部
門
で
の
厳
正
な

審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

森
の
大
賞
、
市
内
入
賞
者
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

森
の
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

◦「
君
へ
」

嶋
田
多
希
（
長
野
県
白
馬
中
３
年
）

み
ど
り
の
賞
（
県
教
育
委
員
会
賞
）

◦「
矢
部
村
と
柳
川
の
つ
な
が
り
」

江
田
樹
里
（
矢
部
中
３
年
）

吉
田
民
尚
賞

◦「
森
林
の
お
く
り
も
の
を
読
ん
で
」

栗
原
未
来
子
（
矢
部
小
５
年
）

内
田
麟
太
郎
賞

◦「
き
れ
い
な
杉
が
育
つ
に
は
」

原
島
理
花
（
矢
部
中
１
年
）

椎
窓
猛
賞

◦「
一
本
の
木
と
森
林
の
つ
な
が
り
」

主
藤
し
ゅ
う
（
矢
部
小
５
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦「
ど
ん
ぐ
り
を
見
つ
け
た
」

松
本
幸
奈
（
黒
木
西
小
１
年
）

◦「
く
り
ひ
ろ
い
」

砂
川 

浄
（
矢
部
小
１
年
）

読
売
新
聞
西
部
本
社
賞

◦「
お
い
し
さ
の
ひ
み
つ
」

西
尾
賢
哉
（
黒
木
西
小
５
年
）

教
育
新
聞
社
賞

◦「
森
林
の
大
切
さ
」

轟 

穂
乃
香
（
矢
部
中
２
年
）

Ｆ
Ｂ
Ｓ
福
岡
放
送
賞

◦「
矢
部
村
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

栗
原
桜
子
（
矢
部
中
１
年
）

九
州
朝
日
放
送
賞

◦「
田
舎
と
都
会
の
違
い
」

江
田
玲
於
奈
（
矢
部
中
２
年
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
賞

◦「
祖
父
母
が
作
る
野
菜
」

栗
原
明
日
香
（
矢
部
中
２
年
）

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

◦「
自
然
の
こ
わ
さ
」

宮
﨑
百
華
（
矢
部
中
２
年
）

テ
レ
ビ
西
日
本
賞

◦「
私
の
学
校
」

原
島
沙
里
菜
（
矢
部
中
３
年
）

福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞

◦「
せ
い
く
ら
べ
す
る
木
」

坂
之
下
大
志
（
黒
木
西
小
５
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦「
自
然
界
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

原
島
珠
美
（
矢
部
中
３
年
）

◦「
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

木
村
映
美
瑠
（
矢
部
中
３
年
）

さ
く
ら
賞

◦「
も
み
じ
の
形
」

堤 

彩
華
（
黒
木
西
小
５
年
）

森
の
大
賞
（
林
野
庁
長
官
賞
）

◦
李
政
恩
（
台
湾
・
敦
化
小
３
年
）

大
倉
紀
子
賞

◦
宗
岡
明
依
（
福
島
小
１
年
）

西
日
本
新
聞
社
賞

◦
立
野
沙
耶
（
八
幡
小
５
年
）

毎
日
新
聞
社
賞

◦
よ
こ
み
ぞ
あ
ん
（
矢
部
小
１
年
）

テ
レ
ビ
西
日
本
賞

◦
髙
山
紗
希
（
矢
部
保
育
園
５
歳
）

さ
く
ら
賞

◦
ゆ
る
べ
え
い
と
（
福
島
小
１
年
）

ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞

◦
原
島
結
衣
（
矢
部
小
３
年
）

森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

◦
入
部
春
那
（
矢
部
小
６
年
）

し
ゃ
く
な
げ
賞

◦
北
原
里
紗
（
西
中
２
年
）

◦
栗
原
愛
華
（
矢
部
小
２
年
）

◦
大
坪
悠
有
佳
（
西
中
２
年
）

◦
石
川
和
真
（
矢
部
小
６
年
）

さ
く
ら
賞

◦
北
島
清
楓
（
西
中
２
年
）

◦
江
田
琴
音
（
西
中
１
年
）

◦
栗
原 

平
（
矢
部
小
５
年
）

森
の
大
賞
（
日
本
郵
便
賞
）

◦
白
川
暁
子
（
朝
倉
市
）

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

※
学
年
は
３
月
末
現
在
で
掲
載

♣
詩
・
作
文
の
部

♣
絵
画
の
部

♣
木
は
が
き
の
部
（
15
歳
以
下
）

♣
木
は
が
き
の
部
（
16
歳
以
上
）

森の大賞など 89 点が選ばれ、入賞者に表彰などが贈られました

木はがき16歳以上の部

　　　（日本郵便賞）
森の大賞

木はがき15歳以下の部

　（環境大臣賞）
森の大賞

絵画の部

　（林野庁長官賞）
森の大賞
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1
対
象
団
体
（
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
自

主
防
犯
組
織
な
ど
）

⑴
地
域
防
犯
活
動
を
開
始
し

よ
う
と
す
る
団
体

⑵
既
に
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

で
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
充
実

し
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
団
体

2
事
業
内
容

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
団
体

が
行
う
防
犯
活
動
（
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
、
防
犯
広
報
・

啓
発
活
動
、
防
犯
情
報
の
整

備
、
子
ど
も
の
見
守
り
な
ど
の

防
犯
活
動
等
）

3
補
助
金
交
付
の
条
件

補
助
事
業
終
了
後
３
年
間
は
、

防
犯
活
動
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
経
費
の
例
】

①
備
品
等
購
入
費
（
帽
子
、
ベ

ス
ト
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
防
犯
用
腕

章
、
タ
ス
キ
、
の
ぼ
り
旗
、
防

犯
用
笛
、
防
犯
ベ
ル
、
懐
中
電

灯
な
ど
の
防
犯
活
動
物
品
等
）

②
研
修
会
・
会
議
費
（
講
師
の

謝
金
や
旅
費
、会
議
室
使
用
料
、

コ
ピ
ー
代
等
）

③
啓
発
用
品
購
入
費
（
啓
発
ス

テ
ッ
カ
ー
代
、
看
板
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
製
作
・
購
入
等
）

◦
補
助
対
象
経
費

１
団
体
10
万
円
を
上
限

※
申
請
書
様
式
等
は
「
福
岡

県
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
す
。

Shttp://w
w

w
.anzen-

fukuoka.jp/pref/assist/

◦
募
集
締
切
＝
５
月
31
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課

（
☎
２
３・１
７
３
１
）

昨
年
、
八
女
警
察
署
管
内
で
は
約
２
２
０
０

件
の
物
件
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内

の
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
駐
車
場
内
に
お
け
る
接

触
事
故
で
し
た
。

駐
車
場
内
を
進
行
す
る
と
き
は
徐
行
す
る
と

と
も
に
、
駐
車
枠
に
駐
車
す
る
際
は
バ
ッ
ク
で
駐

車
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
進
時
の
交
通
事
故
は

減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、「
バ
ッ

ク
で
駐
車
」
す
る
習
慣
を
付
け
、
交
通
事
故
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
車
を
降
り
る
と
き
は
、
カ
ギ
を

抜
い
て
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
、
車
の
中
に
は
貴
重
品

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
車
上
ね
ら
い
に
も
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

福岡県内では、今年も子どもや女性が被害者となる性犯罪
が続発しています。八女警察署管内においても、3月末

までに盗撮や声かけ、つきまとい等が9件発生しています。こ
のような事案は、5月～ 8月の時期に増加する傾向にあり、また、
内容がエスカレートすれば取り返しのつかない被害を受けるこ
とにもなります。次のことを守って、性犯罪の被害から自分の
身を守りましょう。

▷夕方から夜間にかけて帰宅するときは、友だちや同僚などと
一緒に行動し、一人になる場合は街灯などが設置された明る
い道を通りましょう。
▷携帯電話の画面を見たり、音楽を聴きながら歩いたりせず、
防犯ブザーを身につけるなどして警戒していることを周囲にア
ピールしましょう。
▷自宅に帰り着いても油断せず、玄関ドアや窓のカギを確実に
かけて戸締まりを万全にしましょう。
▷不審な人物を見かけたときは、被害に遭う前にその場を離
れたり、大声で助けを求めたり、110番通報するなどしましょう。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
宅

に
お
け
る
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

住
宅
内
に
い
る
人
に
知
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
信
頼
性
の
高
い
防
災
機

器
で
す
。
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て

か
ら
、
設
置
率
も
上
昇
し
て
き
ま
し

た
が
、
未
設
置
住
宅
が
存
在
し
て
い

る
の
も
現
状
で
す
。
ま
た
、
設
置
し

て
も
適
正
に
手
入
れ
さ
れ
て
な
か
っ

た
り
、
電
池
を
交
換
さ
れ
て
な
か
っ

た
り
す
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
そ

の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
部
屋
の
掃
除
の
つ

い
で
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

チ
ェ
ッ
ク
も
し
ま
し
ょ
う
。

◦
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
に
ほ

こ
り
や
ク
モ
の
巣
、
虫
な
ど
が
つ
い

て
い
ま
せ
ん
か
？

◦
く
ん
煙
式
殺
虫
剤
を
使
用
す
る

場
合
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
ま

し
ょ
う
。

◦
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
昨
年
か
ら
建
物
火
災
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
で
の
早
期
発
見
、
そ
の
後
の

初
期
消
火
で
住
宅
火
災
か
ら
の
被

害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

「
安
全・
安
心
ま
ち
づ
く

り
団
体
事
業
費
補
助
金
」

申
請
団
体
を
募
集
し
ま
す

防災機器の
維持管理

八女消防本部（☎24・0119）

福
岡
県
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
、
防
犯
活
動
を
開
始
さ

れ
る
際
に
、
そ
の
立
ち
上
げ
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

募
集

駐車場では、
バックで駐車
しましょう！

◦問い合わせ＝八女警察署生活安全課（☎２２・５１１０）

八
女
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

市
内
小
学
校
に

図
書
カ
ー
ド
を
寄
贈

6

約
50
キ
ロ
の
道
の
り
を
１
泊
２

日
で
歩
く
「
第
13
回
21
世
紀
・
青

少
年
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
」
が

３
月
26
日
㈫
～
27
日
㈬
に
開
催
さ

れ
、
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
64
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
午
前
８
時
に
矢
部
体
育

館
を
出
発
し
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八

女
な
ど
を
経
由
し
て
黒
木
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
、
２
日
目

は
山
を
越
え
て
下
辺
春
へ
行
き
、

お
り
な
す
八
女
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

コ
ー
ス
を
参
加
者
は
元
気
に
完
歩

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
桜
満
開
の
中
、
ふ
る
さ
と

八
女
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
満
喫

し
、
コ
ー
ス
上
に
設
定
さ
れ
た
課

題
を
み
ん
な
で
解
決
し
な
が
ら
、

学
校
や
学
年
の
垣
根
を
こ
え
て
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
雨
の
中
の
歩
行
と
な
り

ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
励
ま
し
合

い
な
が
ら
最
後
ま
で
歩
き
通
し
、

す
ば
ら
し
い
達
成
感
を
味
わ
い
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
か
ら
３
月

28
日
㈭
、
市
内
小
学
校
に
73
万
３

千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
で

は
Ａ
コ
ー
プ
全
店
お
よ
び
「
よ
ら
ん

野
」（
筑
後
市
）
で
「
小
学
校
に
本

を
贈
ろ
う
」
運
動
を
実
施
し
、
店

頭
に
小
学
校
ご
と
の
レ
シ
ー
ト
投

函
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

投
函
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
金
額
の
０
・

１
％
を
図
書
カ
ー
ド
に
換
え
て
毎

年
各
小
学
校
に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

Ａ
コ
ー
プ
八
女
の
石
井
一
之
店
長

は
「
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
地
域

の
皆
さ
ま
へ
の
還
元
の
気
持
ち
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
月
27
日
㈬
星
野
村
の
大
円
寺

で
懐
良
親
王
命
日
法
要
が
営
ま
れ

ま
し
た
。
今
か
ら
６
５
０
年
ほ
ど

前
の
南
北
朝
時
代
、
わ
ず
か
８
歳

に
し
て
征
西
将
軍
宮
と
し
て
九
州

に
派
遣
さ
れ
た
懐
良
親
王
は
、
一

時
は
北
朝
方
に
勝
利
し
太
宰
府
に

征
西
府
を
置
き
ま
す
が
、
や
が
て

北
朝
方
に
敗
れ
、
星
野
で
養
生
に

専
念
し
ま
し
た
。
征
西
将
軍
職
を

良
成
親
王
に
譲
っ
た
後
は
大
円
寺

で
仏
道
ざ
ん
ま
い
の
日
々
を
過
ご

し
、
１
３
８
３
年
に
55
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
大
円
寺
で
は
、
顕

彰
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
毎
年
命
日

の
３
月
27
日
に
法
要
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
顕
彰
会
会
長
の
高
木
良

之
さ
ん
は
「
昨
年
の
豪
雨
で
は
心

配
し
ま
し
た
が
、
懐
良
親
王
に
ま

つ
わ
る
遺
跡
や
御
陵
墓
な
ど
が
無

事
で
幸
い
で
し
た
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
は

読
経
の
流
れ
る
中
、
親
王
の
ご
冥

福
を
祈
り
焼
香
し
ま
し
た
。

お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
祝
う
釈

迦
堂
甘
茶
ま
つ
り
が
４
月
８
日
㈪

亀
甲
の
釈
迦
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
の
釈
迦
堂
は
２
１
９
年
前

に
再
建
立
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ

り
、
地
域
の
人
た
ち
の
心
の
支
え

と
し
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
こ
の
日
に
は
、
地

域
の
老
人
会
の
皆
さ
ん
が
甘
茶
の

木
か
ら
採
取
し
た
葉
を
も
ん
で
乾

燥
さ
せ
て
作
っ
た
甘
茶
が
ふ
る
ま

わ
れ
て
い
ま
す
。

参
拝
客
は
花
御
堂
に
安
置
さ

れ
た
お
釈
迦
さ
ま
に
甘
茶
を
か
け

な
が
ら
、
甘
茶
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
今
年
初
め
て
お
参
り
し

た
と
い
う
女
性
は
「
甘
茶
が
と
て

も
甘
い
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

疲れも見せず笑顔があふれていました

参列者は冥福を祈り焼香しました

甘茶をお釈迦さまにかけ、持ち帰る参拝客

「市では子どもの読書に力を入れており、
大変ありがたいです」とお礼を述べました

懐
良
親
王
の
法
要
営
ま
れ
る

学
校
の
垣
根
を
越
え
励
ま
し
合
い
50
㌔
歩
き
抜
く

亀
甲
で

釈
迦
堂
甘
茶
ま
つ
り
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積
極
果
敢
な
救
助
活
動
と
生
命
の
安
全
確
保
に
尽
力 

八
女
市
消
防
団
・
八
女
市
立
花
消
防
団

福
島
の
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
う

市
内
の
新
小
学
１
年
生
に
贈

ら
れ
る
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
の

贈
呈
式
が
３
月
27
日
㈬
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
昭
和
40
年
に

新
入
学
生
の
交
通
事
故
を
防
止
し

よ
う
と
始
ま
り
、
毎
年
全
国
の
新

小
学
１
年
生
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
八
女
分
会
（
下
川
澄

人
会
長
）
か
ら
３
月
28
日
㈭
、
市
内

の
小
学
校
へ
横
断
旗
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
児
童
の
交
通
事
故
防

止
と
安
全
指
導
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

全
小
学
校
18
校
に
６
本
ず
つ
の
計
１

０
８
本
の
横
断
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

八
女
地
区
防
犯
協
会
（
会

長
・
三
田
村
統
之
八
女
市

長
）
か
ら
３
月
22
日
㈮
、八
女
市
、

広
川
町
の
新
小
学
１
年
生
へ
の
防

犯
ブ
ザ
ー
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
八
女
市
に
５
０
２
個
、
広
川

町
に
２
０
０
個
贈
ら
れ
ま
し
た
。

仏
教
青
年
会
（
真
宗
大
谷
派
）

有
志
の
招
き
に
よ
り
九
州
を
訪
れ

て
い
た
福
島
県
内
の
小
中
学
生
27

人
が
３
月
28
日
㈭
、
黒
木
町
の
専

勝
寺
で
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
原
発
事

故
な
ど
の
影
響
で
今
な
お
不
安
な

生
活
を
送
る
福
島
の
子
ど
も
た
ち

に
安
心
し
て
外
で
遊
ん
で
も
ら
い
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
て
も

ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
雨
模
様
の
天
気
で
し

た
が
、
福
島
の
子
ど
も
た
ち
は
カ

ッ
パ
を
着
て
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
体

験
。
そ
の
後
専
勝
寺
で
地
元
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
歌
を
聞
い
た
り
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
専
勝
寺
の
月
足
彰
住
職
は「
地

元
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
昨
年

の
水
害
で
被
災
し
た
子
ど
も
も
い

ま
す
。
交
流
は
お
互
い
に
と
っ
て

よ
い
経
験
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

八
女
市
消
防
団
（
松
延
英

博
団
長
）
と
八
女
市
立
花
消
防

団
（
櫨
川
龍
也
団
長
）
が
防
災

功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
風
水
害
、

大
規
模
火
災
ま
た
は
地
震
等
の

災
害
に
際
し
、
水
防
活
動
、
消

防
活
動
、
人
命
救
助
等
の
現
場

活
動
に
従
事
し
、
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
団
体
を
消
防
庁
長
官

が
表
彰
し
て
い
ま
す
。

両
消
防
団
は
昨
年
７
月
の
九

州
北
部
豪
雨
の
際
に
危
険
を
か

え
り
み
ず
救
助
活
動
に
あ
た
り
、

人
命
の
安
全
確
保
や
災
害
の
軽

減
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、

八
女
市
消
防
団
は
同
時
に
消
防

団
等
地
域
活
動
表
彰
も
受
け
ま

し
た
。
同
消
防
団
は
平
成
21
年

に
女
性
消
防
隊
を
発
足
さ
せ
、

火
災
予
防
の
広
報
な
ど
取
り
組

ん
で
お
り
、
模
範
と
な
る
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
点
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
松
延
団
長
は「
栄

誉
あ
る
ふ
た
つ
の
賞
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら

喜
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
団
員

一
丸
と
な
っ
て
火
災
や
災
害
に

備
え
た
い
」。
櫨
川
団
長
は
「
活

動
を
認
め
て
も
ら
い
あ
り
が
た

い
。
こ
れ
を
機
会
に
新
た
に
災

害
の
検
証
を
行
い
、
今
後
の
消

防
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
ま
し
た
。

今年は防水機能が
ついた防犯ブザー
が贈られました黄色い横断旗を持つ下川会長

賞状を手にする櫨川八女市立花消防団長（左）と松延八女市消防団長

じゃんけんゲームで楽しい時間を過ごしました

保険会社など4社
のエリア代表から
贈られました。新
入生は左腕に付け
て登校しています

防
犯
ブ
ザ
ー

黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン

黄
色
い
横
断
旗

子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
登
下
校
に
役
立
て
て

防
犯
ブ
ザ
ー
、
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
、
横
断
旗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
各
種
団
体
な
ど
か
ら
、
毎
年
新
入
生
な
ど
の
交
通
安
全
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
西
島
教
育
長
は
「
毎
年
の
支
援
に
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
受
け
取
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
、
喜
び
と
と
も

に
新
た
な
育
児
等
、保
護
者
に
と
っ

て
精
神
的
に
不
安
定
を
ま
ね
く
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
核
家
族
化
と
と
も
に
少
子
化

が
進
む
中
で
、
両
親
と
も
に
育
児
に
関
す

る
知
識
・
経
験
が
乏
し
く
、
こ
の
よ
う
な

状
況
は
時
と
し
て
母
親
を
追
い
詰
め
、
産

後
う
つ
の
発
症
や
ひ
い
て
は
児
童
虐
待
の
一

因
と
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
お
お
む
ね
４
か
月
ま
で
の
乳

児
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、
子

育
て
の
様
々
な
不
安
や
悩
み
を
聞
き
、
子

育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
行
う

こ
と
で
、
乳
児
家
庭
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、

地
域
の
中
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
応
援
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
民
生
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
主
任
児
童
委
員
や
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
７
年
前
に
全
国
主
任
児
童

委
員
研
修
会
に
参
加
し
た
人
か
ら
児
童
虐

待
件
数
が
急
増
し
て
い
る
事
実
を
知
ら
さ

れ
た
事
で
し
た
。
児
童
虐
待
検
挙
数
の
被

害
児
童
の
う
ち
１
歳
未
満
が
最
多
で
あ
る

こ
と
、
虐
待
者
の
大
半
が
子
育
て
に
悩
む

実
母
で
あ
る
こ
と
、
国
は
生
後
４
か
月
ま

で
の
乳
児
が
い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問

す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を

始
め
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。「
八
女

市
で
も
他
人
事
で
は
な
い
」
と
い
う
危
機

感
を
抱
き
ま
し
た
。
虐
待
を
発
見
し
て
か

ら
の
支
援
で
は
な
く
、
虐
待
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
な
積
極
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
考

え
、
市
と
事
業
実
施
に
向
け
た
協
議
を
何

度
も
重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
私

た
ち
の
熱
い
思
い
が
市
に
届
き
、
平
成
20

年
度
か
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

市
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
や
母
親

と
接
す
る
機
会
を
持
つ
た
め
に
、
24
年
度

か
ら
は
全
戸
訪
問
と
10
か
月
乳
児
健
診
の

場
で
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
訪
問
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
戸

惑
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
親

同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
や
不
安
を
聞
い
た
り
、
子
育
て

広
場
や
必
要
な
支
援
制
度
を
紹
介
す
る
な

ど
、
子
育
て
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
は
親
と
別
居
し
た
り
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
化
し
た
り
し
て
い
る

た
め
、
時
と
し
て
孤
立
化
し
て
い
る
母
親

が
見
ら
れ
ま
す
。
昔
は
３
世
代
同
居
も
珍

し
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
祖
父
母
や
隣
近

所
か
ら
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

等
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援
体
制
が
家
庭・

地
域
の
中
で
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
少

子
化
が
進
む
中
で
、
兄
弟
姉
妹
児
の
子
守

り
や
お
む
つ
替
え
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
の

育
児
体
験
が
少
な
い
た
め
、
以
前
と
比
べ

る
と
子
育
て
に
未
熟
な
親
が
多
く
な
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
第
三

者
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
主
任
児
童
委
員
だ
け
で
で
き
る

活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
や
行
政
機
関
と
の
連
携
が

上
手
く
い
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
活
動
が
定

着
し
て
来
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
私
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

全
体
で
見
守
っ
て
い
く
環
境
、
隣
同
士
で

「
助
け
ら
れ
た
り
助
け
た
り
」「
教
え
ら
れ

た
り
教
え
た
り
」
と
、
お
互
い
が
支
え
合

え
る
関
係
づ
く
り
、
昔
な
が
ら
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
私
た
ち
主
任
児
童
委
員

が
市
に
提
唱
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
も
あ

り
、や
り
が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
が
他
の
地
域
へ
と
広
が
り
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
愛
情
に
包
ま
れ

て
幸
せ
に
育
つ
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
五
月
晴
れ
の
空
に
ひ
る
が
え
る
鯉
の
ぼ
り
。
そ
の
起
こ
り
は
江

戸
時
代
の
中
頃
に
発
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
近
頃
は
見
か
け
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
心
と
き
め
く
も
の
を
覚
え
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
は
、
児
童
虐
待
な
ど
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
も
時
々
耳
に
し
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
乳
児
家
庭
を
訪
問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
二
人
の
方
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
（
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
）
事
業
と
は
…
…

八
女
市
子
育
て
支
援
課　

倉く
ら

住ず
み

由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん

積極的な支援を
八女市主任児童委員部
部長　長

な が の

野 史
ふみ

子
こ

さん

子
育
て
環
境
の
変
化
が

や
り
が
い
を
持
っ
て

こんにちは赤ちゃん訪問の様子（左から主任
児童委員、民生委員・児童委員、お母さん）

訪問に持参する
手作りのタオル人形
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【
観
光
振
興
・
交
流
事
業
】

▽
森
本
一
彦
（
北
九
州
市
）

【
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
特
定
の
事
業
】

▽
根
引
美
文
（
千
葉
県
習
志

野
市
）

▽
匿
名
　
１
件

※
３
月
末
現
在
累
計
額
＝

２
４
０
９
万
１
３
０
４
円

◦
図
書
館
星
野
分
館
へ

▽
山
口
医
院
院
長
　
山
口
弦

二
朗
（
星
野
村
）
＝
児
童
図

書◦
星
野
校
区
行
政
区
へ

▽
山
口
医
院
院
長
　
山
口
弦

二
朗
（
星
野
村
）
＝
金
一
封

◦
平
成
25
年
度
小
学
校
新
入

学
児
童
へ

▽
八
女
地
区
防
犯
協
会
＝
防

犯
ブ
ザ
ー
５
０
２
個

▽
株
式
会
社
損
害
保
険
ジ
ャ

パ
ン
他
３
社
＝
黄
色
い
ワ
ッ
ペ

ン◦
市
内
小
学
校
へ

▽
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
代
表
理

事
組
合
長
　
久
保
薫
（
Ａ
コ
ー

プ
八
女
）
＝
図
書
カ
ー
ド

▽
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
代
表

理
事
組
合
長
　
久
保
薫
（
よ

ら
ん
野
）
＝
図
書
カ
ー
ド

▽
福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
八

女
分
会
分
会
長
　
下
川
澄
人

＝
横
断
旗
各
小
学
校
18
校
×

６
本

◦
忠
見
小
学
校
へ

▽
忠
見
小
父
母
教
師
会
会
長

西
村
光
邦
＝
児
童
図
書
お
よ

び
朝
日
小
学
生
新
聞
１
年
分

▽
忠
見
小
父
母
教
師
会
会
長

西
村
光
邦
＝
テ
ン
ト
２
張
り

◦
福
島
小
学
校
へ

▽
青
木
二
三
（
井
延
）
＝
オ

ル
ガ
ン
１
台

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お

礼（
敬
称
略
）

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

　
端
午
の
節
句
が
、
男
児

の
立
身
出
世
を
願
う
意
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
江
戸
時
代
初
期
。
戦
場

へ
の
覚
悟
を
新
た
に
す
る

た
め
、
甲
冑
を
飾
っ
た
元

禄
期
の
習
わ
し
が
、
そ
の

起
源
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旧
暦
の
５
月
は
、

食
物
が
痛
み
や
す
い
た

め
、
殺
菌
効
果
の
あ
る
菖

蒲
を
部
屋
に
置
く
習
慣
が

あ
り
ま
し
た
。
一
説
で
は

こ
の
菖
蒲
に
、
武
事
を
重

ん
じ
る
「
尚
武
」
と
い
う

言
葉
を
か
け
、
男
児
の
節

句
と
し
た
と
も
い
い
ま
す
。

　
今
回
、
交
流
館
企
画
展

で
は
、
節
句
の
外
飾
り
・

内
飾
り
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
男
児
の
健
康
を
気
づ

か
う
親
心
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

⃝
期
間
＝
５
月
１
日
㈬
～

６
月
２
日
㈰

⃝
会
場
＝
八
女
市
横
町
町

家
交
流
館
（
八
女
市
本
町

94
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

節
句
飾
り
と

　
　

  

幟の
ぼ
り

旗
展

5月の
横町町家
交流館の
催し

岩手県釜石市内の小中学校等で津波
避難の指導の結果、東日本大震災で登
校中の約 3,000 人の小中学生のほぼ全
員が無事に避難。こうしたことから「釜
石の奇跡」と称され、ＮＨＫをはじめ多
くのテレビや講演会に出演されていま
す。昨年、八女市が経験した九州北部
豪雨についても検証いただきます。
⃝問い合わせ＝地域支援課防災安全係

（☎２３・１７３１）

５/22 水 １３：３０～
おりなす八女ハーモニーホール
講師　片

か た

田
だ

 敏
と し

孝
た か

さん
（群馬大学広域首都圏防災研究センター長、群馬大学理工
学研究院教授、岩手県釜石市の防災危機管理アドバイザー )

被
災
後
改
め
て
考
え
る

こ
れ
か
ら
の

大
規
模
災
害

に
備
え
る

～
求
め
ら
れ
る
個
人
・
地
域

の
防
災
力
～

八
女
市

防
災
講
演
会

地
域
で
、
家
庭
で
、
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

端

午

節

句

の
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報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、

１ 

広
報
紙
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載

に
つ
い
て
、
掲
載
可
か
掲
載
不
可
か

２ 

情
報
公
開
の
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に

公
開
可
か
公
開
不
可
か

に
つ
い
て
投
稿
者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
可
・
公
開
可
に
○
を
つ
け
ら
れ
た
場

合
に
お
い
て
も
、
投
稿
者
等
個
人
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は
十
分

注
意
し
、
広
報
紙
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
、
情
報
公
開
し
ま
す
。
○
の
記
入
が
な

い
場
合
は
、
掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と
判
断

し
ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
長
公

室
秘
書
広
報
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不

適
当
と
判
断
す
る
も
の

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
右
の
と
お
り
市
長

へ
の
は
が
き
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情

介
護
を
し
て
い
る
家
族
へ
の
支
援
の
観
点
か

ら
も
、
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
支

援
が
あ
る
と
、
一
泊
の
出
張
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

タ
イ
ム
が
取
れ
ま
す
。
安
否
確
認
つ
き
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
高
齢
者
を
抱
え
て
い

る
家
庭
は
大
変
助
か
り
ま
す
。（
50
代
・
男
性
）

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
対
象
者
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
お
よ
び
身
体
障
害
者
等
で
調
理
が
困
難
な

人
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
は
需
要
に
追
い
付
か
ず
、
民
間
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
本
人
が
公
的
支
援
を
希
望
さ
れ
、

支
援
の
必
要
が
あ
る
状
況
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
、
介
護
予
防
、
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、

食
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
調
整
を
行
い
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
人
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
同
居
の
高
齢
者
の
人

へ
も
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
介
護
を
し
て

い
る
家
族
の
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
見
守
り
・

安
否
確
認
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
高
齢
者
本

人
の
状
態
に
合
わ
せ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
総
合
相
談
窓

口
で
対
応
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
　
　
　（
介
護
長
寿
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

　
現
在
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
「
ひ
と
り
暮
ら

し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」
と
あ

り
ま
す
が
、「
等
」
の
範
囲
が
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。
対
象
家
庭
を
、
高
齢
者
を
含
む
家
庭

と
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
八
女
市
で
は
、

高
齢
化
と
核
家
族
化
が
顕
著
で
す
。
働
き
手

が
仕
事
に
行
く
昼
間
は
介
護
保
険
を
利
用
し

て
い
な
い
と
高
齢
者
だ
け
が
家
に
残
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
へ
の
支
援
の
手
が
薄

い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

高
齢
者
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

様
式
を
一
部
変
更
し
ま
し
た

声

初は
つ
ち
ょ
う

蝶
の
舞ま

ひ
ゐ
る
空そ

ら
の
ま
さ
お
か
な

誘い
ざ
なひ
し
花は

な

に
夕ゆ

う
ひ陽
や
旅た

び

終お

は
る

手し
ゅ
じ
ゅ
つ術
後ご

は
事こ

と

入い

り
勿な

か
れ
花は

な
の
雨あ

め

北き
た
ま
ど窓
を
開あ

け
て
一い

っ
く句
の
日ひ

よ
り和
か
な

花は
な
い
か
だ筏
池い

け
の
鯉こ

い
を
も
隠か

く
し
け
り

山や
ま
に
咲さ

く
ム
ス
カ
リ
庭に

わ
に
仲な

か
ま
い
間
入
り

旅た
び
さ
き先

の
行い

く
山や

ま
ふ
か深

き
桜さ

く
らか

な

時じ
き
お
く

期
遅
れ
桜

さ
く
ら

蘂し
べ

降ふ

る
花は

な
み見

か
な

蓬よ
も
ぎ

摘つ

む
指ゆ

び
に
み
ど
り
の
香か

の
ほ
の
か

通か
よ
ひ
路じ

を
桜

さ
く
ら

見み

た
さ
に
遠と

お

回ま
わ
り

立
花
町
　
立
花
句
会

樋
口     

力

西
島
志
乃
芙

吉
泉  

守
峰

中
尾
カ
ヲ
ル

原  

　
宣
子

末
継
ミ
ヨ
子

深
町  

和
子

中
村
テ
ル
ヨ

中
村
ス
ミ
子

橋
本
ミ
ユ
キ

10

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 25.4）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

ニ
カ
ラ
グ
ア
で
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
活
動 
服
部 
真
子
さ
ん
（
新
庄
）

「元の元気な八女市に早く戻りますように」と
の願いが込められたメッセージ。服部さんが
手伝っていたバレーボール協会から九州北部
豪雨の際に同協会から届きました。シャイだ
けどとてもフレンドリーなニカラグアの人た
ち。同協会の会長は、ニカラグアでの一番の
親友だそうです。

52

平
成
22
年
度
３
次
隊
と
し
て
中
央
ア

メ
リ
カ
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
２
年
間
に
わ

た
り
、
市
内
の
生
活
改
善
に
つ
な
が
る

活
動
や
農
業
の
発
展
に
向
け
た
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

実
家
が
農
家
で
農
業
に
関
心
が
あ
っ

た
服
部
さ
ん
。
農
業
や
環
境
問
題
、
貧

困
問
題
と
の
関
係
性
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

を
漠
然
と
考
え
て
い
た
こ
ろ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
説
明
会
に
参
加
し
そ
の
ま
ま
応
募
。「
今

ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
世
界
を
見
る
チ
ャ

ン
ス
」
と
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
向
か
い
村
落
開

発
普
及
員
と
し
て
コ
マ
ラ
パ
市
役
所
に
配

属
さ
れ
ま
す
。
当
初
は
文
化
や
考
え
方
、

仕
事
の
仕
方
の
違
い
な
ど
あ
っ
て
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
時
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
「
こ
こ
に
い
る
意
味

は
自
分
で
つ
く
ろ
う
。
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
こ
う
」
と
思
い
直
し
、
学
校
や

家
庭
で
の
菜
園
の
推
進
や
村
の
小
学
校

で
の
授
業
の
補
習
、
水
不
足
解
消
に
向

け
た
話
し
合
い

な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

次
第
に
何
で
も

話
せ
る
友
人
や

仕
事
の
パ
ー
ト

ナ
ー
な
ど
も
で

き
、「
帰
り
た
く
な
い
」
と
思
う
ほ
ど
い

い
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

「
大
好
き
な
コ
マ
ラ
パ
市
を
よ
く
し
た

い
と
い
う
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る
み
ん
な

の
姿
を
見
て
、
私
も
大
好
き
な
八
女
の

た
め
に
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
際
交

流
に
も
興
味
が
あ
る
し
、
小
学
生
な
ど

に
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
の
経
験
な
ど
日
本
と

違
う
世
界
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。
ま
た
、

農
業
に
携
わ
り
、
い
ろ
ん
な
人
が
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
活
動

を
や
っ
て
い
き
た
い
」

チャレンジ続けたい

ふるさと八女のために　

5月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
 3 ㈷ ,4 ㈷ ,5 ㈷ ,6 ㈷ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
13 ㈪ ,20 ㈪ ,27 ㈪ ,31 ㈮図書館の休館日

5月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

3 ㈷,4 ㈷,5 ㈷,6 ㈷,7㈫,14 ㈫,21㈫,28 ㈫,31㈮

✿5月の館内整理日は31日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象で
す♪
♥本館＝4日、11日、18日、25
日（おはなしコーナー）
※いずれも土曜日14時から
♥黒木分館＝11日㈯11時～
おはなしコーナー

5月のよみきかせ

5月のあかちゃんよみきかせ
０～２歳くらいの赤ちゃん対
象です♪
♥本館＝18日㈯11時～　お
はなしコーナー
♥黒木分館＝23日㈭11時
～　おはなしコーナー

５
月
か
ら
第
４
週
目
の
よ
み

き
か
せ
が
小
学
生
対
象
と
な

り
ま
す
。
小
学
生
の
み
な
さ

～
ん
、
き
て
ね
‼

◦
期
日
＝
５
月
25
日
㈯

◦
時
間
＝
14
時
～

◦
場
所
＝
本
館
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

◦
期
日
＝
５
月
４
日
㈯

◦
時
間
＝
14
時
～

◦
場
所
＝
本
館
２
階
研
修
室

た
の
し
い
お
話
や
紙
芝
居
、

手
遊
び
を
し
ま
す
。

ブックリサイクル
のお知らせ

読書週間スペシャル
よみきかせのお知らせ
～たくさん読んで大きくなぁれ～

よ
み
き
か
せ
が
変
わ
り
ま
す
！

　図書館で 利用しなく
なった本や雑誌をお譲り
します。希望される人は、
本を入れる袋をご用意く
ださい。
◦期間＝５月24日㈮～ 26
日㈰10時～
◦場所＝本館１階ロビー・
２階ロビー

2013・こどもの読書週間
4/23～5/12

ニカラグアの子どもたちに日本の昔話
を話して聞かせる服部さん
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◦
日
時
＝
５
月
19
日
㈰
９
時
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
公
園
（
集
合
）
～

千
間
土
居
公
園
※
往
復
４
㌔

◦
参
加
費
＝
一
般
１
０
０
円

※
総
会
を
11
時
か
ら
お
り
な
す
八

女
研
修
棟
で
開
催
し
ま
す
。
年
会

費
千
円
。
新
規
会
員
大
歓
迎
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

鶴
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・

３
１
３
３
）

◦
日
時
＝
５
月
11
日
㈯
10
時
～
　

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
柔
・
剣
道

場◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
11
日
㈯
20
時
～

※
毎
月
第
２
土
曜
日
、
参
加
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

①
パ
ソ
コ
ン
は
じ
め
て
入
門
コ
ー
ス

　
マ
ウ
ス
操
作
・
文
字
入
力
・
お
知

ら
せ
文
の
作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲

覧
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
初
め

て
の
人
向
け
の
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
。

◦
日
時
＝
５
月
３
日
㈷
９
時
～

◦
場
所
＝
こ
ぐ
ま
福
祉
会
尾
久
保

研
修
所
「
み
ん
な
の
館
」
※
旧
尾

久
保
小
学
校
（
上
陽
町
）

◦
参
加
費
＝
小
学
生
以
上
1
人
５

０
０
円
（
軽
食
付
き
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
５
４
・

３
９
０
０
）

　
雨
天
決
行
、
申
込
不
要
。

◦
対
象
＝
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
は

じ
め
た
い
人

◦
日
程
＝
６
月
５
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日
、（
水
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分
）

②
ワ
ー
ド
入
門
コ
ー
ス

　
同
窓
会
の
案
内
状
、
招
待
状
、

年
賀
状
な
ど
日
常
生
活
に
役
立
つ

文
書
を
作
成
し
な
が
ら
基
礎
を
学

ぶ
、
ワ
ー
ド
初
心
者
け
の
コ
ー
ス
。

◦
対
象
者
＝
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人

◦
日
程
＝
６
月
５
日
、12
日
、19
日
、

26
日
、
７
月
３
日
（
水
曜
日
19
時

～
21
時
）

③
エ
ク
セ
ル
入
門
コ
ー
ス

　
当
番
表
・
出
納
帳
な
ど
の
実
用

的
な
文
書
を
作
成
し
な
が
ら
、
表

作
成
・
計
算
・
グ
ラ
フ
な
ど
で
基

礎
を
学
ぶ
、
エ
ク
セ
ル
を
初
め
て
学

ぶ
人
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

お
知

ら
せ

◦
対
象
者
＝
文
字
入
力
・
マ
ウ
ス
操

作
が
で
き
る
人

◦
日
程
＝
６
月
６
日
、13
日
、20
日
、

27
日
、
７
月
４
日
（
木
曜
日
10
時

～
12
時
）

①
～
③
共
通

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

交
流
室
Ｂ

◦
定
員
＝
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）
※
各
講
座
は
重
複

し
て
申
込
み
で
き
ま
せ
ん

◦
料
金
等
＝
各
講
座
と
も
講
習
料

千
円
と
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

◦
教
室
環
境
等
＝
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

７
、
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
７
を
使
用

◦
受
付
期
間
＝
５
月
１
日
㈬
～
５

月
13
日
㈪
17
時
ま
で
。
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
身
近
な
問
題
や
現
代
的
課
題
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

◦
日
程
＝
６
月
～
３
月
ま
で
の
各

月
１
回
※
受
講
無
料

◦
学
習
内
容
＝
選
挙
関
係
、
市
議

会
・
県
議
会
傍
聴
、
町
並
み
見
学
、

市
議
と
の
懇
談
会
な
ど
。

◦
申
込
締
切
＝
５
月
24
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
８
）

　
参
加
無
料
。
希
望
者
は
５
月
７

日
㈫
か
ら
５
月
21
日
㈫
ま
で
に
福

祉
課
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
）
へ
申

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う

（
政
治
学
級
）
学
級
生

肢
体
不
自
由
児
の

海
と
山
の
キ
ャ
ン
プ

パ
ソ
コ
ン
教
室

八
女
歩
こ
う
会
総
会
ウ
オ
ー
ク

お
茶
摘
み
体
験

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
総
会

教
室
・
講
座

ひまわり学童登録申請

「ことばの教室」通級児童募集

　女地区心身障害児保育事業では、しょう
がいがある小・中・高校生を対象に学童

保育を行っています。利用するには申請登録が
必要です。
◦対象児童・生徒＝八女市に居住し、身体障
害者手帳・療育手帳を持つ 18 歳未満の児童・
生徒および同等の障害を認められる児童・生徒。
◦申請方法＝子育て支援課（☎ 23・1351）ま
でお問い合わせください。

　後市教育委員会では、古川小学校に
設置している言語通級指導教室「こ

とばの教室」の通級児童を募集します。
　この教室は、ことばを話すときに正しく
発音できない音がある、はっきりとしない
話し方をする、ことばが足りず意味が伝わ
らない、ことばがつかえてしまうなどの悩
みを持つお子さんを対象とした教室です。
また、聞こえの問題がことばの遅れや発音
不明瞭の原因になっていることもあります。
同教室では、聞こえやことばからくる困難
さを少しでも解消・軽減し、のびのびと成
長できるよう援助していきます。
　お子さんのことばのことで気がかりなこ
とがあれば、お気軽にご相談ください。
◦対象＝平成 25 年度に通常学級に在籍お
よび入学予定の児童
◦内容＝週１回（または隔週１回）、90 分
程度決められた日時にことばの教室で指導
を受けます。保護者の付添い（送迎）が
必要です。※ 1 対 1 の個別指導が基本で
すが、必要に応じてグループ指導も行いま
す。※指導を希望される人については、面
談のうえ決定します。
◦参加費＝無料
◦問い合わせ＝古川小学校（☎ 0942・53・
3517）／教室直通（☎ 0942・53・8740）
◦申し込み＝ 5 月15 日㈬までに筑後市教
育委員会へ（☎ 0942・65・7038）

八

筑
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し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
進
行
性
筋
委
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
県
内
の
進
行
性
筋
委
縮

症
児
お
よ
び
保
護
者

◦
期
間
＝
７
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰

◦
場
所
＝
国
民
宿
舎
ひ
び
き
（
宗

像
市
鐘
崎
79
‐
６
）

◦
定
員
＝
30
人

②
海
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
県
内
の
小
学
３
年
か
ら
中

学
３
年
の
在
宅
の
肢
体
不
自
由
児

◦
期
間
＝
８
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

◦
場
所
＝
福
岡
県
立
少
年
自
然
の

家
「
玄
海
の
家
」（
宗
像
市
神
湊
）

◦
定
員
＝
50
人

③
山
の
キ
ャ
ン
プ

◦
対
象
＝
海
の
キ
ャ
ン
プ
と
同
じ

◦
期
間
＝
８
月
25
日
㈰
～
27
日
㈫

◦
会
場
＝
や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡

筑
前
町
大
字
三
箇
山
）

◦
定
員
＝
30
人

　
予
約
不
要
、直
接
来
場
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
５
月
18
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米
（
久

留
米
市
諏
訪
野
町
２
３
６
３
‐
９
）

◦
相
談
内
容
＝
示
談
書
・
損
害
賠

償
請
求
書
等
の
作
成
お
よ
び
保
険

請
求
手
続
き
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
で
は
、
新

た
に
農
業
を
始
め
る
人
・
検
討
さ

れ
て
い
る
人
を
対
象
に
「
新
規
就

農
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

馬場ゆかり選手は2010年に賞金ランク4位、
2011年には、日本女子オープンで優勝す

るなど輝かしい実績があり、八女市民の誇りで
もあります。八女市のスポーツ振興のため、毎
年八女市体育協会に寄付金をいただき、青少年
スポーツ団体等の全国大会出場の助成に充てさ
せていただいています。また、昨年の災害時に
は多額の義援金をいただきました。そんな馬場
選手を、今度は私たちが応援に行きましょう。
◦期日＝５月１７日㈮
◦場所＝福岡カンツリー倶楽部
◦参加費＝ 4,000 円
◦定員＝ 40 人（大型バス１台）※申込期限 5
月 9 日㈭、定員になりしだい締切ります。
◦申込み方法＝八女市体育協会事務局まで参
加費を添えてお申し込みください。
◦問い合わせ＝八女市体育協会（☎ 24・1230）

※
海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
高
校
で
も
状

況
に
よっ
て
参
加
可
能
な
場
合
あ
り
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
肢
体
不
自
由
児

協
会（
☎
０
９
２・５
８
４・５
７
２
３
）

　
応
募
は
が
き
は
市
役
所
総
合
窓

口
に
お
い
て
い
ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
の
人（
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
）
※
国
・

地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の

公
務
員
、
平
成
23
・
24
年
度
県
政

モ
ニ
タ
ー
経
験
者
除
く

◦
任
期
＝
６
月
下
旬
（
予
定
）
～

平
成
26
年
３
月
31
日

◦
謝
礼
＝
活
動
状
況
に
応
じ
て
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈

◦
募
集
期
間
＝
５
月
31
日
㈮
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
県
民
情
報
広
報

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
０
３
）

▽
市
長
公
室
（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

◦
日
時
＝
５
月
19
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
本

店
別
館
会
議
室
（
福
島
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
南
側
）

◦
内
容
＝
①
栽
培
方
法
に
つ
い
て
②

出
荷
作
業
内
容
に
つ
い
て
③
収
支

に
つ
い
て
④
遊
休
施
設
情
報
に
つ
い

て
⑤
現
地
視
察
（
希
望
者
の
み
）

◦
参
加
申
し
込
み
＝
５
月
10
日
㈮

ま
で
に
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業

振
興
課
担
当
松
尾
（
☎
２
３
・
１

３
７
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
、
ま
た
は
寡
婦
で
、
求
職
あ
る

い
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人
。
講

習
会
修
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
対
象
に

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
（
夜
間
）

◦
講
習
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入

力
が
で
き
基
本
操
作
の
経
験
が
あ

る
人
対
象
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
は
か
り
、就
労
に
結
び
つ
け
る
。

◦
期
日
＝
６
月
４
日
～
７
月
５
日
の

平
日
（
火
・
水
・
金
）
夜
間
（
18
時

～
21
時
）
15
日
間
、
１
日
３
時
間

◦
定
員
＝
20
人
※
託
児
有
（
事
前

予
約
制
、
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
３

５
０
０
円
程
度
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
５
月
16
日
㈭
必
着

◦
開
催
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
４
階
「
Ｏ
Ａ
ル
ー
ム
」

◦
申
込
＝
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
）
※
申
込
書
は

子
育
て
支
援
課
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

①
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

◦
コ
ー
ス
・
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン
財
務

会
計
科
20
人
◦
募
集
期
間
＝
５
月

27
日
㈪
ま
で
◦
受
講
期
間
＝
７
月

２
日
㈫
～
９
月
30
日
㈪
◦
入
校
選

考
日
＝
６
月
５
日
㈬

②
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

◦
コ
ー
ス
・
定
員
＝
▽
機
械
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
技
術
科
18
人
▽
機
械
加
工
技
術

科
12
人
▽
金
属
加
工
科
18
人
▽
電

気
設
備
科
18
人
▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

技
術
科
18
人
▽
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
24

人
◦
募
集
期
間
＝
５
月
30
日
㈭
ま

で
◦
訓
練
期
間
＝
７
月
２
日
㈫
～
12

月
25
日
㈬
◦
試
験
＝
６
月
11
日
㈫

①
②
共
通

　
受
講
料
無
料
（
教
科
書
代
等
実

費
）。
応
募
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
各
校
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
先
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

県
政
モ
ニ
タ
ー

行
政
書
士
交
通
事
故
相
談

就
業
支
援
講
習
会

職
業
訓
練
生

農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
野
菜
・

果
樹
）
新
規
就
農
相
談
会

就
業
支
援

馬場ゆかり選手を
応援に行こう！

LPGA 観戦ツアー

▼ 5 月8日㈬　辺春コミュニティーセンター
　　　誤　　　　　　　　　　正
13：30 ～15：00　　　　13：30 ～ 14：00
▼ 5 月8日㈬　菜の花の丘（旧下辺春小学校）
　　　誤　　　　　　　　　　正
13：30 ～14：00　　　　14：30 ～ 15：00

立花町地域に発送した「平成 25 年度狂犬病予防注
射案内ハガキ」の注射実施時間に一部に誤りがあり
ました。お詫びして訂正します。（社会環境課）

狂犬病予防注射案内ハガキの一部訂正について
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◦
受
験
資
格
＝
中
学
卒
業
以
上
ま

た
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
し
、

給
食
施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造

業
の
施
設
に
お
い
て
調
理
業
務
従

事
経
験
２
年
以
上
の
人
。

◦
試
験
日
時
＝ 

７
月
21
日
㈰
13
時

～
15
時

◦
試
験
会
場
＝
西
南
学
院
大
学（
福

岡
市
早
良
区
西
新
６
丁
目
２
‐
92
）    

◦
受
験
手
数
料
＝
６
１
０
０
円

◦
受
験
願
書
＝
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
で
配
布
中
※
福
岡
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.pref.

fukuoka.lg.jp/

） 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◦
申
込
方
法
＝
５
月
20
日
㈪
～
５

月
24
日
㈮
ま
で
に
、
必
要
書
類
を

住
所
地
ま
た
は
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
へ
提
出

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
推
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
６
月
利
用
者
の
会
》

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
春
の
道
路
愛
護
作
業

は
５
月
を
め
ど
に
、
各
行
政
区
の

都
合
の
良
い
日
に
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
処

理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
は
本

庁
管
内
行
政
区
に
つ
い
て
は
本
庁

建
設
課
、
黒
木
総
合
支
所
・
各
支

所
管
内
行
政
区
に
つ
い
て
は
各
支

所
建
設
課
お
よ
び
建
設
経
済
課
で

各
行
政
区
長
に
配
布
し
ま
す
の
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
河
川
愛
護
作
業
を
同
時
に
実
施

さ
れ
る
行
政
区
に
つ
い
て
は
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
建
設
課
（
☎
２

３
・
１
９
６
１
）
▽
立
花
支
所
建

設
課
（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）
▽
黒

木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・

◦
期
日
＝
５
月
18
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め

に
は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
今
年
も
例
年
ど
お
り
実
施
し

１
１
１
７
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢

部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
八
女
市
へ
水
道
用
水
を
供
給
し

て
い
る
福
岡
県
南
広
域
水
道
企
業

団
で
は
、
平
成
25
年
度
に
行
う
水

質
検
査
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
定

め
た
「
平
成
25
年
度
水
質
検
査
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
は
、

八
女
市
上
下
水
道
局
お
よ
び
企
業

団
の
窓
口
、
企
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
広
域
水
道

企
業
団
水
質
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
４

２
・
２
７
・
１
５
６
３
）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

平
成
25
年
度
調
理
師
試
験

道
路
愛
護
作
業
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
水
質
検
査
計
画

軽自動車税には１台に限り減額免除の制度があ
ります。次の事項に該当する人は、軽自動車

納税通知書が届いてから 5 月24 日㈮までに申請し
てください。ただし、すでに普通自動車税（県税）
の減額免除を受けている人は除きます。また、障害
の級により対象とならないこともあります。なお、昨
年までに申請をしてその内容に変更のない人は継続
して減額免除になりますが、所有者・車体等に変更
があった場合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝①身体障害者手帳・療育手帳・保健福祉手帳・
戦傷病者手帳をお持ちで、一定の要件を満たす人
②「①」の人と同一世帯の人
③身体しょうがい者等（身体しょうがい者等のみで
構成する世帯に限る。ただし、常時介護者の証明が
あればこのかぎりではない）を常に介護する人
◦対象となる車＝身体しょうがい者、知的しょうがい
者、精神しょうがい者、戦傷病者の所有する車（同
一世帯者の所有する車も含む）
◦申請の時に持参する物＝【①の場合】身体障害者
手帳・療育手帳・保健福祉手帳・戦傷病者手帳の
いずれか／印鑑／軽自動車税の納税通知書／運転
免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合がありま
す。詳しくはお問い合わせください。
◦問い合わせ＝本庁税務課（☎２３・１１１２）
・黒木総合支所市民生活福祉課（☎４２・１１１３）
・立花支所市民生活福祉課（☎２３・４９３２）
・上陽支所市民生活福祉課（☎５４・２２１８）
・矢部支所市民生活福祉課（☎４７・３１１１）
・星野支所市民生活福祉課（☎５２・３１１３）

　４月１日現在自動車を所有している人に対し、毎
年５月初めに自動車税の納税通知書を送付していま
す。自動車税は５月31日までに納めましょう。県税
事務所や金融機関のほかに、コンビニエンスストア
を利用すると土日や夜間も納めることができます。
⃝問い合わせ＝久留米県税事務所
　　　（☎０９４２・３０・１０７８）

軽自動車税の減免について

固定資産税の税率について

自動車税は 5/31までに納めましょう

平成 25 年度から八女市全域の固定資産税
の税率（1.6%）が統一されます。

試　

験

九州で宇宙を創る
宇宙の謎を解く巨大加速器ＩＬＣ

（International　Linear　Collider）
電子と陽電子を光速近くまで加速・衝突させ、ビッ
グバンを再現し、宇宙誕生の謎に迫ります。八女市は、
このプロジェクトの脊振地域での実現を目指します。
http://www.ilc-asia-kyushu.org/
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火災出火件数   5件 （  8件）
救急出動件数 249件 （754件）
救急搬送人数 242人 （724人）

人身事故発生件数 44件 （109件）
傷　　者 59人 （152人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,457 (-201)
男 32,231  (-149)
女 36,226  (-52)

世帯数 24,143  (+22)
　※（　）内は前月比

出生 33 人 転出 529人
転入 374 人 死亡 79人

◦固定資産税（第Ⅰ期）
◦軽自動車税（全期）　
◦住宅家賃
◦保育料

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（3 月31日現在）

▼ 3 月の異動
納期限・口座振替日は5月31日金

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

５
月
に

納
め
る
も
の

無料法律相談
◦5 月16日㈭※5/7 予約開始、6 月6
日㈭※5/27 予約開始13:00～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 5 月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 5 月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 5 月 24 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 5 月 17 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦5月9日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦5月20日㈪９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦5月17日㈮13:00 ～ 14：00
　／星野支所
◦5月21日㈫10:00 ～ 11：00
　／黒木総合支所　
問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦5月10日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦5月2日㈭13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月1日㈬、15日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月14日㈫13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月13日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦5月17日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月10日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月1日㈬、15日㈬、29日㈬　
　13:30 ～ 16:00／社会福祉会館

◦5月1日㈬、15日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月8日㈬、22日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月8日㈬、22日㈬9:30 ～ 12:00　
／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦5月10日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦5月13日㈪10:00～15:00/商工会議所
不動産相談
◦5月22日㈬13:00 ～ 15:00
　／商工会議所
経営支援相談会
◦5月20日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦5月21日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦5月9日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦5月10日㈮・21日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦5月21日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月23日㈭10:00 ～ 12:00
／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市
役所消費生活相談窓口☎23・1183

◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合
支所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦5月21日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員会
　※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支
所内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

相談はお気軽にどうぞ

電 話 相 談

予約

予約
予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約



お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼
い
つ
ま
で
も

可
愛
い
莉
那
ち
ゃ
ん
で
い
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
も

毎
日
笑
顔
で
す
ご
そ
う
ね
。

笑
顔
が
可
愛
い
ゆ
う
く
ん
☆
元
気
い
っ

ぱ
い
で
心
の
優
し
い
子
に
育
っ
て
ネ
♡

涼
太
の
成
長
が
毎
日
楽
し
み
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
笑
顔
で
元
気
に
育
っ
て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
‼

悠
愛
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
笑
顔

が
た
え
な
い
明
る
く
育
っ
て
ね
。

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

笑
顔
が
と
て
も
可
愛
い
太
陽
君
♡
こ
れ
か
ら

も
平
嶋
家
を
明
る
く
照
ら
す
太
陽
で
い
て
ね
。

将
く
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♪
奈
々

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

謙
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
♡
愛
ら
し
い
笑

顔
で
み
ん
な
に
幸
せ
ち
ょ
う
だ
い
ね
☆

祝
１
歳
☆
り
ゅ
う
く
ん
、
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
‼
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
い
っ
ぱ
い
の

将
剛
く
ん
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
ね
！

だ
い
ち
ゃ
ん
☆
祝
１
歳
☆
お
姉
ち
ゃ
ん

に
負
け
な
い
た
く
ま
し
い
男
に
な
れ
‼

「
に
い
ち
ゃ
ん
だ
い
す
き
！
」

結
望
ち
ゃ
ん
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
姉
兄
と
仲
良
く
ね
。

笠村 莉
り な

那ちゃん

樋口 穂
ほ の か

奏ちゃん

小林 勇
ゆ う き

貴ちゃん

楠元 涼
りょうた

太ちゃん

原野 大
そ ら

空ちゃん

津田 悠
ゆ う あ

愛ちゃん

井上 凜
り さ き

咲ちゃん

平嶋 太
たいよう

陽ちゃん

牛島 将
しょうすけ

輔ちゃん

坂口 大
だいすけ

祐ちゃん

國武 百
も か

花ちゃん

山田 結
ゆ み

望ちゃん

松尾 謙
け ん ご

吾ちゃん

安達 龍
りゅうき

希ちゃん

奥村 将
しょうご

剛ちゃん

Ｈ24年5月2日生（大島）

Ｈ24年5月8日生（稲富）

Ｈ24年5月18日生（蒲原）

Ｈ24年5月2日生（立花町）

Ｈ24年5月12日生（本町）

Ｈ24年5月19日生（納楚）

Ｈ24年5月6日生（宅間田）

Ｈ24年5月14日生（山内）

Ｈ24年5月24日生（本町）

Ｈ24年5月8日生（本町）

Ｈ24年5月17日生（宅間田）

Ｈ24年5月30日生（室岡）

Ｈ24年5月7日生（田本）

Ｈ24年5月16日生（蒲原）

Ｈ24年5月30日生（納楚）

おたんじょうびおめでとう 満１歳のお子さまの写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字
以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。
応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）

▼
４
月
に
二
男
が
小
学
校
に
入

学
。
毎
日「
学
校
は
楽
し
い
」と

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
通
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
ど
ん
な
に
学
校
で

過
ご
し
て
い
る
の
か
全
く
想
像

が
つ
き
ま
せ
ん
。
上
の
兄
や
姉

は
だ
い
た
い
想
像
が
つ
い
た
の

で
す
が
。
こ
れ
か
ら
学
校
の
参

観
日
が
楽
し
み
で
す
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
茶
の
く
に
八
女
奥
八
女
は
、

今
茶
摘
み
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛

り
。
茶
の
香
漂
う
こ
の
季
節
に

は
、
両
親
と
と
も
に
茶
摘
み
を

し
た
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま

す
。
ま
ず
は
新
茶
を
仏
前
に
供

え
、
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り

合
い
た
い
と
思
い
ま
す（
Ｋ・Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女
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茶のくに八女・奥
八女の魅力あるス
ポットを茶のくに
観光案内所の大石
がお届けします！
お楽しみに♥

温
か
い
陽
気
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
薫
る
季
節
の
訪
れ
。
こ
れ
か

ら
の
茶
の
く
に
八
女
・
奥
八
女
の

魅
力
を
茶
の
く
に
観
光
案
内
所

か
ら
お
届
け
す
る
今
月
の
ス
ポッ
ト

は
、
矢
部
村
に
あ
る
「
石
川
植
物

園
」
で
す
。

日
向
神
ダ
ム
の
見
事
な
千
本
桜

を
見
下
ろ
す
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
丘
。

園
の
シン
ボル
で
も
あ
る
木
立
、
美

し
く
高
く
育
つ
メ
タ
セコ
イ
ア
を
始

め
、シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
山
桜
と
と
も
に

広
大
な
山
肌
の
ふ
も
と
で
悠
々
と

育
つ
多
種
の
落
葉
樹
。春
に
は
、木
々

の
花
の
美
し
さ
、
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
て
新
緑
、
秋
に
は
錦
に
染
ま

る
紅
葉
が
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
特
に

葉
っ
ぱ
がハ
ー
ト
型
のマルバノ
キ
は
、

珍
し
い
七
色
の
紅
葉
で
人
々
を
魅

了
し
ま
す
。
今
年
も
、
ど
こ
よ
り

も
早
く
咲
く
シャ
ク
ナ
ゲ
、ミ
ツ
バツ

ツ
ジ
を
市
役
所
な
ど
に
飾
って
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
庁
の
折
、
ひ
と

足
早
い
春
を
感
じ
ら
れ
た
人
も
多

かっ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

珍
し
い
樹
木
を
求
め
て
は
遠
い

東
北
の
地
ま
で
も
度
々
足
を
運

ぶ
、
石
川
さ
ん
の
植
物
に
対
す
る

情
熱
と
愛
情
に
心
惹
か
れ
ま
す
。

そ
し
て
楽
し
く
お
話
を
さ
れ
る
あ

の
笑
顔
と
と
も
に
す
て
き
な
ひ
と

と
き
で
と
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
世

界
観
が
味
わ
え
ま
す
。
植
物
が
大

好
き
な
人
、
自
然
を
堪
能
さ
れ
た

い
人
、
初
め
て
お
越
し
に
な
る
人
に

も
必
見
の
場
所
。
目
に
映
る
景
色

と
石
川
さ
ん
の
お
話
が
訪
れ
た
人

を
ワ
クワ
ク
さ
せ
、
木
々
の
魅
力へ
と

誘
って
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

巡
り
く
る
季
節
に
石
川
植
物

園
の
移
り
ゆ
く
風
景
を
お
楽
し
み

に
なって
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
石
川
植
物
園

（
☎
４
７
・
２
５
４
７
）

茶
の
く
に
　
　
　
　
　

◇30

矢
部
村
　
石
川
植
物
園

よ
か
　
　
と
こ
巡
り

茶のくに観光案内所 おおいし

植物への愛情あふれる石川さん


